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背景（地域の現状と課題意識） 

奈良県においては、これまでに当該テーマに関する県と薬剤師会が連携し取り組んだ事業はほ

とんどなく、連携した十分な取り組みがなされてきたという状況にはない。 

そのため、本会としても県内の妊産婦等へのお薬やこれに係わる健康支援が十分に行われている

のかの把握がなされているとは言えず、また健康支援を望む側からもどういった薬局・薬剤師に

相談を行うべきかが不透明な状況にある。 

住民に対し、行政や薬剤師会から専門性の高い薬剤師が在籍する薬局の周知を進め、また PC 上で

の検索性を高めることで、相談しやすい環境を整備する必要があると考える。 

 

実施方法 

① 県内全域の薬局薬剤師を対象とした研修会を開催し、妊婦・授乳婦専門薬剤師による専門知識

の講習を受け、さらには県内の当該テーマに対する行政等の課題や取り組みなどのこれまで

の経緯や現状を行政担当者より学ぶことで、薬剤師としての問題意識及び問題解決能力を有

した専門性の高い薬剤師を養成した。 

② 研修を修了した薬局薬剤師に対して、妊産婦への健康支援に活用できるようお薬相談を促す

「啓発ポスター」・相談窓口となる「妊娠と薬情報センター」のリーフレットを送付した。 

③ 研修を修了した薬局薬剤師に対して、研修内容やその後の取り組みに関するアンケートを実

施した。 

④ 研修を修了し、事業に参加した薬剤師が在籍する薬局のリストを行政等に提供し、当該事業テ

ーマに関連する業務への活用を依頼するとともに、県民が閲覧可能な医療情報の項目に研修

修了薬剤師の在籍状況がわかるような項目を追加してもらえるよう働きかけた。薬剤師会ホ

ームページへ当該薬局リストを掲載し、行政のホームページへの公表及びリンク掲載を依頼

した。 

 

評価方法 

研修を修了した薬局薬剤師に対して、１か月経過後に各薬局における研修内容に関連する取組

状況や啓発資材の活用状況をアンケートにより調査し、研修実施前後の状況を比較した。また、

啓発ポスターの掲示状況を確認し、相談件数の増減をもって評価指標とした。 

 

成果 

県薬剤師会ホームページに研修修了者の在籍する薬局リストを「妊産婦の医薬品適正使用相談

薬局一覧」として掲載し、広く周知することができた。県薬務課および奈良市保健所のホームペ

ージにもリンクの掲載を依頼し、薬務課は既に掲載済。事業報告を作成し、奈良県薬剤師会のホ

ームページにおいて住民や関係職種にも周知できるよう成果の情報発信を行った。 

【実施テーマ：妊産婦の医薬品適正使用】 

妊産婦等における適切な服薬管理や女性の健康を支援できるよう、医薬品等に係る相談体制を

充実させ、医薬品等の適正使用を推進するための取組 

 



今後の展開 

研修内容に関しては参加した薬剤師から有用であった旨の回答が得られた。 

しかしながら、研修会実施からアンケート回答までの期間が 1 か月しかなく、十分に活動が行

えたとは言い難い状況であり、取組が確実に広まったとは言い難い状況となった。 

今後は参加した薬剤師からも定期的に継続した取り組みとしてほしいとの要望を多く得られた

こともあり、長期的な継続事業として行っていきたいと考えている。 

 

具体的な実施内容 

1. 研修会開催 

「妊産婦における医薬品適正使用に関する研修会 

－女性が安全安心にお薬を飲むために－」 

開 催 日：2023 年 2 月 11 日（土・祝）14：00～17：10（WEB） 

研修内容： 

（1）「周産期医療をはじめとした奈良県の医療提供体制について」 

奈良県地域医療連携課 課長 馬場 祐介 氏   

（2）「妊婦・授乳婦薬物療法のみかた・考え方」 

奈良県立医科大学附属病院 薬剤部 宮原 芽久美 氏 

（3）「当院『妊娠と薬外来』の概要および症例報告」 

奈良県立医科大学附属病院 薬剤部 八幡 郁子 氏 

受講者数：157 名（研修修了奈良県内薬局従事者：145 名） 

 

2. 啓発資材送付 

研修修了薬剤師へ啓発資材を送付し、妊産婦等から医薬品等に係る相談をしやすい環境づ

くりをし、積極的な健康支援に取り組んでいただくよう協力依頼した。【別添資料 参照】 

送付物：①ポスター「妊娠とくすりの豆知識」 

②リーフレット「妊娠と薬情報センター」（奈良県立医科大学附属病院より） 

3. 研修修了薬剤師を対象にアンケートを実施（対象：145 名、回答数 144 件） 

啓発資材を送付し、１か月経過後、研修会参加登録時のメールアドレスあてにアンケート協

力依頼のメールを送信し、「Google フォーム」にて回答を収集。【別添資料 参照】 

 

4. 薬剤師会ホームページに事業参加薬局リストを掲載（105 薬局） 

研修修了者が従事する薬局で「ポスターを掲示」し、「アンケートの回答」まで完了した薬

局を本モデル事業参加薬局「妊産婦の医薬品適正使用相談薬局」として本会ホームページに

掲載。奈良県薬務課のホームページでも当該相談薬局一覧を公表。 

 

◆奈良県薬剤師会ホームページ 

http://www.narayaku.or.jp/topix/index.html?pid=15&id=823 

◆奈良県薬務課ホームページ 

https://www.pref.nara.jp/item/292844.htm#itemid292844 



別添資料 

啓発資材①ポスター「妊娠とくすりの豆知識」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓発資材②リーフレット「妊娠と薬外来」（奈良県立医科大学附属病院より） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 啓発資材②リーフレット「妊娠と薬情報センター」（奈良県立医科大学附属病院より） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



回答総数： 144 名

とても良かった 78 名 （ 54.2% ）

良かった 59 名 （ 41.0% ）

普通 7 名 （ 4.9% ）

あまり良くなかった 0 名 （ 0.0% ）

全く良くなかった 0 名 （ 0.0% ）

ある 74 名 （ 51.4% ）

ない 70 名 （ 48.6% ）

掲示している 133 名 （ 92.4% ）

掲示していない 11 名 （ 7.6% ）

相談はあった 28 名 （ 19.4% ）

相談はなかった 116 名 （ 80.6% ）

増えている 5 名 （ 3.8% ）

増えていない 39 名 （ 29.3% ）

掲示前も掲示後も相談はない 89 名 （ 66.9% ）

役に立った 131 名 （ 91.0% ）

役に立たない 13 名 （ 9.0% ）

「妊産婦における医薬品適正使用に関する研修会」に関するアンケート

6．相談内容についての返答について、研修を受けて役に立っていると思いますか？

5． ポスター掲示後の相談件数について （回答対象：Q3で「掲示している」と回答した方…133名）

4． ポスター掲示前の相談件数について

3． ポスター掲示について

2． 近隣に婦人科、産婦人科を掲げる診療所や病院がありますか？

1．研修内容について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても良かった 良かった 普通 あまり良くなかった 全く良くなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談はあった 相談はなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増えている 増えていない 掲示前も掲示後も相談はない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

役に立った 役に立たない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掲示している 掲示していない


